


















1義井目の表記には，義湘 ・義相 ・義想の三種類がある．本稿では f義拘jに代表させ
て用いることとする．ただし，個，々の研究の題目などを紹介する際には，その研究者
が用いる袋記に従うこととする












































































































を刊行する．本書は鎌田 ［1960] 「華厳学の典籍および研究文献j を増補
したものであり ，日本 ・純国・中国・欧米の華厳学の研究状況を網羅した
J t毎印寺の高麗大蔵経の発見 ・報告にはじまる， 日本でのi¥'.!m大政経をめぐる議論に
ついては， 本2在、「高E五時代の仏教に対する研究jの大蔵経に関する項目を参照のこと，
A これまで開催された12回のテーマと開催年は次の通りである．第l回 f均京日大師と華
厳思想J(1978年）， 第2回 I元暁思想J(1979年）．第3回 f主主湘の準厳思想J(1980年），
第4回 f華厳思想、と栂門J(1981年），第5回 fアジア仏教の源流J(1982年）．第6回加




















































































































ある． 統いて第2郷は「序章均如の伝記をめぐる諸問題J. r第l章 『ー 釆法界図円

































































































以上の ［A］から ［H］までの資料の中， [A］から ［D］までがほぼ新
















北岳浮石寺系 ＝ 義仲tl一法融ー紳謝；一決言一希朗一義）I頃ー 均如
























































































































羅義制lの研究Jを設け， 「第i主主修学時代j • 「第2輩 入唐留学時代j' 



























えるが，現存しない著作には，⑤『入法界品抄記』 ，⑤ 『華厳十円看法観』 ，











































































































































































Gimelloは，知上の坂本の考察を踏まえ， RobertGimello [ 1980］「TheMeaning 

























































































































































































































































元暁の華厳関係の著作には，東国大学校［ 1982 ］ によれば，『華厳経疏~.




















































































































ように， 均如の教判給は， 『華厳経』が①三教（漸教 ・頓教 ・円教）では


















































































































































悦奴fl，号は東峯・Yi年霊祭子 ・碧山清問、 ・賞t立翁 ・梅月堂であり， 雪辱は出家
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